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は
じ
め

に

　
『

一

遍

聖

絵
』

（

＝
一
九

九
年
成
立
）

に

は
、

一

遍

二

二

三

九

〜

八
九
）

が

聖
徳
太
子
（
五

七

四
〜

六
二

二
）

や

教
信
（

〜
八
六
六

？）
、

空

也
（
九
〇

三

〜

九
七
二
）

、

千
観
（

九
一

八

〜
九
八
三
）

、

良
忍
（
一

〇
七
三

？
〜
一
一

三
二
？・

）

を
は

じ

め
と

す
る

往
生

伝
に

収
録
さ

れ

た

往
生

人
の

遺
跡
を

訪
れ
た

姿

や
、

往
生
人
の

挿
話
が

収
め

ら

れ

て

い

る
。

　
一

遍
が
各
地
の

往
生
人
の

遺
跡
を

訪
問
す
る

目

的
の
一

つ

は
、

往
生

人
へ

の

結
縁
も
あ
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

一

遍
が

遊
行
し

た
一

三

世
紀

後
半

、

聖
徳
太
子
は

没

後
六

百
五

十

年
程

、

空
也
は

没
後
二

百
五

十
年

程
、

千

観
や

良
忍
も
亡
く
な
っ

て

百

年
余
り
を
経
て

い

た
。

死

後
数
百

年
を
経
て

も
な
お

、

こ

れ
ら

往
生
人
が
一

遍
を
引
き
つ

け
た

の

は
、

そ

し

て
、

往
生

人
の

遺
跡
が
残
り
続
け
て

い

た

の

は
い

か

な

る

理

由
で

あ

ろ

う
か

。

　
小
稿
で

は
、

「

一

遍
聖

絵
』

に

言
及
さ

れ

た

往
生

人
、

な

か

で

も

良

忍
を

中
心

に

教
信

、

空
也
等
に

対
す
る

信
仰
を

、

一

四

世
紀
中
頃
ま
で

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
六
十
三

巻
第
二

号
　
平

成
二

十
七

年
三

月

の

伝
記
や

説
話

、

宗
教
者
の

著
作
物
等
を

も
と

に

考
察
し

て

い

く
。

　
こ

れ

ら
三

人
は

、

生

涯
に

お
い

て

念

仏

を

称
え

続
け

た

念

仏
聖

で

あ
っ

た
。

三

人
の

挿
話
は

、

一

三

世

紀
後
半
ま
で

に

複
数
の

説
話
集
や

著
作
物
に

収
録
さ

れ

て

い

た
。

ま
た

、

＝
二

世
紀
後
半
頃
か

ら

彼
等
の

肖
像
や

絵

巻
物
な

ど
が

造

形
化
さ

れ
、

祖
師
と

し
て

尊

崇
さ

れ

て

い

（
1Vた

。

　
こ

の

時
期
は

法
然

門
流
の

良
忠
や

親
鸞
等
が

各
地
で

教
化
を

行
っ

て

い

た
。

ま
た

、

平

安
時
代
末
か

ら
高
野
聖

や

善
光
寺
聖

等
の

念
仏
聖

が

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

2
）

全

国
を
遊

行
し
て

念
仏
を
勧
進
し
て

い

た
。

一

遍
は

、

こ

れ

ら

念
仏
聖

た

ち
の

活
動
が

活
性

化
す
る

な

か
で

、

祖
師
化
さ

れ

た

念
仏
聖

の

往
生

人

の

遺
跡
を
め

ぐ
っ

て
、

そ
の

遺
跡
に

集
っ

た

念
仏
者
を

は

じ

め

と

す

る

人
々

に

念
仏
を
勧
め

、

一

遍
の

念
仏

を

効
果
的
に

布
教
し

た

も
の

と

考
え
る

。

一

　

良
忍

一

遍
は

熊

野
権

現
よ

り
「

融

通
念
仏

す

す
む

る

聖
」

と

呼
ば

れ

た

四
七
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念
仏
聖

信
仰
の
一

考
察
（
田

　
中）

　
　
　

　
　
　
（

3）

（

『

一

遍
聖

絵
』

巻
三
）

。

『

一

遍
聖

絵
』

で

は

融
通

念

仏
は

良
忍
よ

り
始

ま
っ

た

と

説
か

れ

る
。

　
良
忍
伝
に

関

し

て

は
、

歴
史
的
な
良
忍
像
と

融
通

念

仏
の

祖
と
し
て

の

研
究
等
が

先

学
に

よ
っ

て

行
わ

れ
て

き
た

。

佐
藤
哲
英
・

横
田

兼
章

　
　
　

　
（

4）

両
氏
の

研
究
は
、

歴

史
上
の

良
忍
と

融
通
念
仏
の

祖
と

し

て

語
ら

れ
た

良
忍

像
の

形
成
に

主

眼

を

置
い

た

総
合
的
な

研
究
で

あ
る

。

し

か

し
、

融
通
念

仏
の

祖
以

外
の

良

忍
像
に

対
す
る

言
及
が

な

さ

れ
て

い

な
い

。

西
口

順
子
氏
は

、

良
忍

伝
は

僧
伝
と

し

て

書
か

れ

た

も

の

と

宗
祖

伝
と

し

て

融
通
念
仏
の

布
教

伝
道
を
冖
的
に

作
成
さ

れ

た

も

の

と

に

分
け
ら

れ

る

と

し
、

そ
の

他
、

良
忍
の

行
状
の
一

部
で

霊
験
を

ギ

と

し

て

記
さ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

5）

れ

た

も
の

に

説
話
類
が

あ
る

と

分
類
し

て

い

る
。

　
小
稿
で

は
、

西
冂

氏
の

分
類
を

念
頭

に

置
き
な
が

ら
、

良
忍
に

関
す

る

挿
話
が
一

三

世
紀
以

降、

い

か

な
る

展
開
を
遂
げ
た

の

か

を
検
討
し

て

い

く
。

○
往
生
人

と

し

て

の

良
忍
伝

　
良
忍

の

伝
記

の

収

録
は

、

往
生

伝
が

最
初
と

な
る

。

『

後
拾
遺

往
生

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
6）

伝
』

（
以

下
『

後
拾
遺

伝
』

）

中
（
一

九）
、

『

後
拾

遺
伝
』

下
（
三
∀
（

＝

三

七

〜
三

九
年
成
立
）

、

『

三

外
往
生

記
』

（
＝ 、
二
）

（

〜

＝
三
九

年
成
立
）

で

は
、

良
忍
の

生

涯

と

往
生
に

関
す
る

奇
瑞
を

あ

げ
る

。

こ

れ

ら
三

伝
に

お
い

て
、

記
事
は

統
一

し
て

お
ら
ず

、

一

二

世

紀
後

半
の

時
点
で

は

良
忍
伝

は

確
立
し

て
い

な
か
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

し

か

し
、

一

三

世

紀
に

な

る

と

良
忍
の

様
々

な
挿
話
が

説
話
集
に

収
め

ら
れ
て

い

た
。

四
八

○
権
者
と

し

て

の

良
忍

伝

　
『

古
事
談
』

三

ノ
一

〇
一

（

二
二

世
紀
初
頭
成
立
）

は
、

良
忍
の
一

つ

の

霊
験

譚
に

焦
点
を

当
て

る
。

冒

頭
で

「

大
原
の

良
仁
聖
人
は

権
者
な

（
7）り

」

と

述
べ

、

そ
の

神
格
化
を

印

象
づ

け
て

い

る
。

同
様
の

内
容
は

『

十
訓
抄
』

　一

〇
ノ

六

〇

に

も

収
め
ら
れ
て

い

る
。

0
融
通
念
仏
の

祖
師
と

し
て

の

良

忍

伝

　
「

古
今

著
聞
集
』

五

三

（
一

二

五

四

年
成
立
）

は
、

融
通
念

仏
の

祖
師

と
し

て
の

説
話
で

あ
る

。

先
述

の

説
話
よ

り
も
良
忍
の

融
通

念
仏
に

関

す
る

奇
瑞
の

時
の

年
齢
や

内

容
な
ど

が

具

体
的
（
四
六

歳
の

時
、

阿
弥
陀

の

夢
告
で

「

円
融
念
仏
」

を

勧
め
ら

れ

て

念
仏
勧
進
を

行
っ

た
こ

と
、

鞍
馬
寺

の

毘
沙
門

天
や

諸
天
が

良
忍
に

帰
依
し

た
こ

と

等
の

霊
験

、

名
帳
の

存
在

、

享

年
が

六
一

歳

等）

で

あ
る

。

　
『

融
通
念
仏
縁
起
』

（

＝
二

一

四

年
成
立）

も
同
じ

く
融
通
念
仏
の

祖
・

良
忍
の

姿
を

描
く

。

良
忍
は

、

縁
起
の

な

か
で

顕

密
無
双
の

碩
徳
か

ら

遁

世
僧
へ

、

そ

し

て

融
通
念
仏

勧
進
の

僧
へ

と

変
遷
し
て

い

る
。

　
一

三

世

紀
末
に

な
る
と

良

忍
は

融
通

念
仏
の

祖

師
と

し

て

認

知
さ

れ
、

『

本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』

（
善
導
寺
本
）

巻
三

で

は
、

「

良
忍

上
人
の

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
8

）

融
通

、

神
祗
冥
道
ニ

ハ

す
・

め

給
と

も
、

凡
夫
の

望
ハ

う
と

う
と
し

」

と

批
判
さ
れ

た
。

そ

の
一

方
で

『

一

遍

聖

絵
』

巻
三

で

は
、

融

通

念
仏

は

「

大
原
の

良

忍
上
人

、

夢
定
の

中
に

阿
弥

陀

仏
の

教

勅
を

う
け

給

て
」

は

じ
め

た

も
の

で

あ
り

、

一

遍

は

熊
野

権

現
よ

り
「

融

通
念

仏

す
・

む
る

聖
」

と

呼
ば

れ

た
。
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○
声
明
の

祖
師
と

し

て

の

良
忍
伝

　
『

声
明
源
流

記
』

（

＝
二

世
紀
後

半
〜
一

三

二
一

年
成

立
）

は
、

良
忍

を

　
　
　

　
　
　
　

　
（

9）

「

声
明
祖
師

。

音

曲
宗
匠
」

と

位
置
づ

け
る

。

こ

の

書
で

は
、

良
忍

の

叡
山

で

の

所
属

が

東

塔
阿
弥
陀
坊
堂
僧
で

あ
っ

た

こ

と
、

慈

覚
大
師
か

ら
の

声
明
の

流
れ

を

汲
ん

で

い

る
こ

と

な

ど
、

天

台
と
の

関
わ

り
を

繰

り
返
し

述
べ

る
。

ま

た
、

本
覚
房
と
い

う
房
名

、

尾
張
国
人
と

い

う
出

自
、

「

大
原

松
林
院
」

に

入
っ

た

こ

と

等
そ
れ

ま
で

の

説
話
で

は

見
ら

れ

な
か
っ

た

記
事
が

収
め

ら
れ
て

い

る
。

声
明
の

祖
師
と

し
て

の

姿
は

、

『

野
守
鏡
』

下
（
一

二

九

五

年
成

立
）

に

も
見
ら
れ
る

。

　
以

上

取
り
上

げ

た

挿
話
を

整
理
す
る

と
、

最
初
期
は

簡
潔
な

伝
記
で

あ
っ

た

が
、

説
話
の

成
立

時
期
が
下
る

と

融
通
念
仏
や

声
明
に

関
す
る

挿
話
が

説
か

れ
、

具

体
的
な

内
容
の

肉
付
け
が

な
さ

れ
た

挿
話
が

増
え

て

い

た
。

ま
た
、

融

通
念
仏
の

祖
師
と

し

て

の

説
話
の

な
か

に

は
、

声

明
の

祖
師
と

し

て

の

姿
が

描
か

れ
て

い

な

か
っ

た
。

○
総
合
的
な

良
忍

像

　
『

元

亨
釈
書
』

　一
一

で

は
、

そ
れ
ま
で

撰
述
さ

れ

て

き
た

良
忍
の

生

涯
、

霊

験
、

祖
師

的
な
姿
を
取
り
入
れ
て

再
構
成
し
て

い

る
。

良
忍
は

顕
密
僧
で

あ
り、

ま

た

声
明
梵
唄
の

祖
、

融
通
念
仏
の

祖
と
総

合
的
に

説
か
れ

て

い

た
。

　

内
容
は

『

後
拾
遺

伝
』

や

『

三

外
記
』

『

古
事
談
』

『

古
今
著
聞
集
』

な
ど

の

記

事
を
ま
と

め

た

も
の

で

あ
る

が
、

初
出
の

記
事
も

多
い

（
尾

州
富
田
の

人
、

師
は

良
賀

、

八

字
文
殊
法
を
修
す
と

庭
の

大

石
が

獅
子
に

変
じ

念
仏
聖

信
仰
の
一

考
察
（

田

　
中
）

た

挿
話

、

阿
弥
陀

経
の

放
光
等
の

霊
験
譚
等
）

。

ま

た
、

融
通
念

仏
は

『

古

今
著

聞
集
』

で

は

阿
弥
陀
仏
の

勧
め

と

な
っ

て

い

た
が

、

『

元

亨
釈

書
』

で

は

毘
沙
門

天
の

勧
め

と

な
っ

て

い

る
。

　

以

上

の

よ

う
に

良
忍
伝
は

、

往
生

人
と

し

て

の

良
忍
伝
に

始
ま

り
、

収
録
さ

れ

る

書
物
の

成
立

年
代
が

下
る

に
つ

れ

て
、

権
者
と

し

て

の

良

忍

像
、

融
通
念
仏
の

祖
師
と

し

て

の

良
忍
像

、

声
明
の

祖
師
と
し

て

の

良
忍
像
が

説
か
れ

、

や

が

て

総

合
的
な
良
忍

像
が

創
出
さ

れ

て
い

た
こ

と

が

わ

か
る

。

　

融
通
念
仏
の

祖
師
と

し

て

説
か

れ

た

書
物
の

な

か

に

は
、

声
明
の

祖

師
と

し

て

の

姿
が

描
か

れ

て
い

な
い

傾
向
に

あ
っ

た
。

ま
た

、

声
明
の

祖
師
的
な
姿
が

描

か

れ

た

書
物
で
は

、

天

台
声
明

と
の

関
係

を
強
調
し

て
い

る

と

共

に
、

融

通
念

仏
に

関

す
る

霊

験
が

省
略
さ

れ

る

傾
向
に

あ
っ

た
。

こ

れ
ら

の

こ

と

を

考
慮
す
る

と
、

声
明
の

祖
師
と

し

て

の

良

忍

像
を

説
い

た

人
々

は

天

台
の

僧
侶
が
中
心

で

あ
り

、

良
忍
を
融
通
念

仏
の

祖
と
し

て

説
い

た

人
々

と
は
一

線
を

画
し

て

い

た

も
の

と

考
え
ら

れ
る

。

二

　
教

信
・

空
也

（

1
）

教

信

　
一

遍

は

晩
年

、

教
信
ゆ
か

り
の

い

な
み

の

の

教
信
寺
を

訪
れ

て

お

り

（

『

一

遍

聖

絵
』

巻
九
）

、

臨

終
は
い

な
み

の

の

島
に

て

臨
終
し

た
い

と

の

思
い

も
抱
い

て
い

た

（
同
巻
一
一
）

。

四
九
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念
仏
聖
信
仰
の
一

考
察
（
田

　
中）

　

賀
古
の

沙

弥
・

教
信
の

伝

記
は

、

勝
（
証）

如
伝
に

付

属
す
る

も
の

か

ら

始
ま
っ

た
。

教
信
か

ら

往
生

の

告
知
を

受
け

た

勝
如
の

説
話
は

、

『

往
生

拾
因
』

で

説
か

れ

た

も
の

が

基

本
と

な
っ

て

い

る
。

記

事
は

そ

の

後
、

成
立

年
代
が

ド
る

に

つ

れ

て

徐
々

に

変
化
し
た

り
、

具
体
性
が

表
れ

た

り
し

て

い

る
。

や

が

て
、

＝
二

世
紀
に

入
る
と

教
信
の

説
話
が

独
立
し

て

語
ら

れ

る

挿
話
も
見
ら

れ
る

。

説
話
の

な
か

で

は
、

勝
如
も

教

信
も
顕

密
僧
か

ら

遁
世
僧
へ

、

や

が
て

念
仏
を
勧
進
す
る

聖
と

な
っ

て
い

る
。

　
右
近

純
教
氏

は

教
信
の

説
話
を

、

勝
如
伝
に

付
属

す
る

も
の

、

教
信

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
10
）

の

み
の

伝
、

自
己

省
察
に

伴
い

起
こ

る

教
信
伝
に

分
類
し

た
。

　

勝

如
伝

に

付
属

す
る

教

信

伝
は

、

『

日

本

往

生

極

楽
記
』

二

二

（
九
八
五

年
頃
成
立

、

以
下
『

極
楽
記
』

）
、

『

往
生

拾
因
』

（
一

〇

九
九
〜

二

〇
四

年
成
立
）
、

『

今
昔

物
語
集
』

巻
一

五

−
二

六
（

一

二

世
紀
前
半
成
立
）

、

「

後

拾
遣
伝
』

上
（
一

七）
、

『

私
聚
百
因
縁
集
』

八
（
二
）

二

二

五

七

年

成
立
）

、

『

元

亨
釈

書
』

巻
九

、

感
進
一

（

＝

三
＝
一

年
成
立）

等
が

あ
る

。

ま
た

、

「

往
生

拾

因
』

や

『

後
拾
遺
伝
』

の

記
述
に

よ

る

と
、

そ

れ

ら

が

書
か

れ

た
一

一

世
紀
末
か

ら
一

二

世
紀
の

早
い

時
期
に

お
い

て
、

勝

如
の

別

伝
が

あ
っ

た
こ

と

が

知
ら

れ
て

い

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
11
）

　

教
信
の

伝
記
に
つ

い

て
、

信

瑞
「

往
生

拾

因
私

記
』

は
、

教

信
は

「

法

相
宗

碩
学
因

明
論
達
者
同

愚
称
名
也
云
云

。

悟
阿
云

此

事
敬
西

法

師
義
也
」

と

記
述
す
る

。

＝
二

世
紀
後
半
か

ら
一

四

世
紀
前
半
の

法
然

門
下
の
一

部
で

は
、

教
信
は

法
相
の

碩
学
で

あ
っ

た
こ

と

が

説
か

れ

て

五
〇

い

た
こ

と

が
わ

か
る

。

　

ま

た
、

自
己

省
察
に

伴
い

起
こ

る

教
信
伝
に

分
類
さ
れ

る

『

一

言
法

談
』

2
二

八

五

〜

＝
二

〇
〇

年
成
立
）

、

『

改

邪
抄
』

（

＝

壬
ご

七

年
成
立
）

等
で

は
、

教
信
の

僧
と

も
俗
と

も
い

え
な
い

姿
に

注
目
し

て
い

た
。

こ

の

よ

う
に

教
信
は

法
然

や

親
鸞
門
下
の

著
作
物
に

教

信
説
話
が

収
め

ら

れ
て

お

り
、

念
仏

者
の

間
で

教
信
が

高
く
評
価
さ

れ

て
い

た
こ

と

が
わ

か

る
。

（

2
）

空
也

　
『

一

遍
聖
絵
』

巻
四

で

は
、

お

ど

り
念
仏
は
空
也
が

始
め

た

も
の

と

説
く
。

そ
し

て
、

踊
り
念
仏
を

学
ぶ

者
は

多
か
っ

た

が

利
益
は

広

ま

ら

な

か
っ

た
、

し

か

し
、

一

遍
に

至
っ

て

機
が

熟
し

て

踊
り
念
仏
が

盛

ん

に

な
っ

た

と

説
明
す
る

。

　

空
也
に

関
す
る

挿
話
も

、

中
世
数
多
く
の

説
話
集
や

著
作
物
に

取
り

上

げ

ら

れ
た

。

空

也

の

説
話
に

つ

い

て

は
、

か
つ

て

拙
稿
で

論
じ

た
こ

（
12Vと

を

ま
と

め

る

と
、

『

空
也
誄
』

『

極
楽
記
』

の

空

也
は

、

貴
賤
を
問
わ

な
い

勧
進
活
動

、

積
極
的
な
人
的
交
流
に

よ

り
阿
弥
陀
聖
・

市
聖
と

呼

ば

れ
、

そ

れ

を
継
承
し

た

説
話
集
に

お
い

て

は
、

念
仏
勧
進
の

先
達
と

し

て

尊
崇
さ

れ

た
。

そ

れ

が

九

条

良

経
の

子
、

慶
政

が

承

久

四

年

（

一

二

二

二
）

頃
に

編
し

た

『

閑
居
友
』

巻
上
（
四
）

で

は
、

山
中
に
い

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
13）

た

空

也

が

「

あ
な
も
の

さ

は

が

し

や
」

と
、

弟
子
た

ち

か

ら

も
姿
を

消

し
、

遠

ざ
か
っ

た
。

そ
の

空
也
が

市
の

な
か

で

「

後
の

世
を

忘
れ

た

る

人
」

の

多
い

こ

と

を
嘆
き
活

動
し

た

と
す
る

。

慶
政
は
、

こ

の

空

也
上
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人
の

か

し
こ

き
は

か

ら

い

に

随
い

「

身
は

錦
の

帳
の

中
に

あ

り
と

も
、

心
に

は

市
の

中
に

ま

じ
は

る

思
ひ

を
な
す
べ

き
」

だ
と

述
べ

て

い

る
。

　
こ

の

よ

う
に

、

説
話
集
を
時
代
を
お
っ

て

読
み

解
く
と

、

編
纂
者
に

よ

り
社
会
の

要
求
を

踏
ま
え
た

「

空
也
像
」

が

創
出
さ
れ
て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

お
わ

り
に

　
以
上

、

念
仏
聖
の

往
生
人
の

挿
話
を

考
察
し

た
。

　
良

忍
は

、

往
生

人

と

し

て

の

姿
に

始
ま

り
、

そ
の

後
、

権

者
と

し

て
、

融
通
念
仏
の

祖
師
と

し

て
、

声
明
の

祖
師
と

し

て

の

良
忍
像
が

説

か

れ
、

や

が
て

総
合
的

な

良
忍

像
が

創
出
さ

れ

て

い

た
。

『

一

遍
聖
絵
』

は
、

良
忍
を
融
通
念
仏
の

祖
師
と
し

て

取
り
上

げ
て

お

り
、

融
通
念
仏

を
称
え
た
一

遍
の

祖
と
し

て

説
か
れ

て
い

た
。

　
教

信
の

挿

話
は

、

＝
二

世

紀
後

半
か

ら
一

四

世
紀

前
半
に

か

け

て

『

往
生

拾
因
私

記
』

『

一

言
法
談
』

『

改
邪
抄
』

等
浄
土

系
の

僧

侶
の

著

作
物
に

収
め

ら
れ

て

お

り
、

念
仏

者
の

問
で

教
信
が

高
く
評
価
さ
れ

て

い

た

こ

と

が

知
ら

れ

る
。

一

三

世

紀
後
半
は
一

遍
が

活
躍
し
た

頃
で

も

あ
っ

た
。

一

遍

は

そ

の

よ

う
な

教

信
に

対

す
る

信
仰

の

高
ま

り
を

汲

み
、

教

信
の

遺
跡
の

寺
院
を

訪
れ

た

も
の

と

考
え
る

。

　
空

也
は

、

『

極

楽
記
』

に

よ

り
念

仏
の

祖
と

位

置
づ

け
ら

れ
、

鎌
倉

期
に

入
る

と

数
多
く
の

説
話
に

収
め

ら

れ
、

そ
の

名
が

広
く
知
れ

渡
っ

て

い

た
。

こ

の

よ

う
な

背
景
の

な
か

で
、

空

也
は

『

一

遍
聖

絵
』

の

な

念
仏
聖

信
仰
の
一

考
察
（
田

　
中
）

か

で

踊
り
念
仏
の

祖
と

し
て

位
置
づ

け
ら

れ
、

一

遍
の

先
達
と

し

て

説

か

れ

た
。

　

小

稿
で

取
り
上

げ
た

三

人
の

念
仏
聖
は

、

文
学

作
品
に

も

取
り
上

げ

ら

れ

て

い

た

が
、

一

登
場
人
物
と

し
て
だ

け
で

は

な

く
、

宗
教
集

団
の

祖
師
と
し

て

語
ら
れ
て

い

た

の

で

あ
る

。

　

往
生
人

を

祖
師
と

し
て

戴
い

て

い

た

宗
教
集
団

は
、

普
及
し

て

い

た

往
生
人
の

挿
話
を

自
身
の

集
団
の

宗
教
的
立

場
を

説
明
す
る

た

め

に

用

い

て
い

た
。

一

方
で

既
存
の
、

ま
た
こ

の

三

人
を

祖
師
と

し

な
い

別
の

念
仏

集
団
も
自
ら
の

立

場
を

説
明
す
る

た

め

に

往
生

人
の

念
仏
聖
の

挿

話
を
利
用

し

て
い

た
。

こ

の

よ

う
に

往
生

人
の

挿
話
を

語
り
続
け

た

集

団
が

あ
っ

た
こ

と

に

よ

り、

往
生
人
の

遺
跡
も
注
目
が

集
ま

り
、

信
仰

を
集
め

、

そ
の

結
果、

一

遍

を

も

ひ

き
つ

け
、

そ
の

姿
が
『

一

遍

聖
絵
』

に

描
か

れ

る
こ

と

と

な
っ

た

も
の

と

考
え
る

。

1
　
良
忍
は
一

四

世
紀
初
頭
制
作
『

融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
』

以

降、

数
多
く

　
の

転
写
本
が

造
ら
れ

た

（
松
原
茂
「

絵
巻

融
通
念
仏

縁
起
」

〈

『

日

本
の

　
美
術
』

三
〇
二

、

至
文
堂、

一

九

九
一

年
〉

）
。

教
信
は

兵

庫
・

教
信
寺
に

　
鎌
倉
時
代
の

作
と

推

定
さ

れ
る

教

信
の

頭
部
の

像
が

伝
来

し
て
い

る

（

齊

　
籐

孝
「

兵
庫

県
加
古
川

市
の

教
信
寺

木
彫
沙
弥

教
信
頭
像
に
つ

い

て
」

　
〈

『

大
和
文

華
』

一

〇

九
、

二

〇

〇

三

年
〉

参
照）

。

空
也
は

六

波
羅
蜜
寺

　
の

他
、

各
地
に

空

也
像
が

残
さ

れ
て

い

る

（
拙
稿
「

遊
行

像
の

系
譜

　
京
都
・

六

波
羅
蜜

寺
の

空
也
像
を

め

ぐ
る

想
像
力
　
　
」

〈
『

密
教
図

像
』

　
一

八
、

一

九
九
九

年
〉

参
照）

。

2
　
平
安
時

代
中
期
か

ら

鎌
倉
時
代
に

か

け
て

活
動
し
た

念

仏
聖
に

つ

い

て

五
一
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念
仏
聖

信
仰
の
一

考
察
（
田

　
中
）

　

は
、

井
ヒ

光
貞
『
新
訂

日
本
浄
土

教
成
立

史
の

研

究
』

（

山
川
出

版

社
、

　
一

九
七

五

年）
、

五

来
重
『

増

補

高

野
聖
』

（

角
川
書
店、

一

九

七
五

年）
、

　

同
『

善
光

寺
ま
い

り
』

（

平
凡
社、

一

九
八

八

年）
、

伊
藤
唯
真
『
聖
仏
教

　

史
の

研
究
』

（

『

伊
藤
唯

真
著
作

集
』

一
・

二

巻
、

法

蔵
館

、

一

九

九
五

年
）

　

等
参
照

。

3
　
小
稿
引
用
の

『

一

遍
聖

絵
』

は

『
一

遍
聖

絵
』

（

岩
波
文

庫
、

二

〇
〇

〇

　

年
）

に

よ
る

。

4
　
佐
藤
哲
英
・

横

田

兼
章
「

良
忍
伝

の

研
究
」

（

融
通

念
仏

宗
教

学
研
究

　

所
編

『

良

忍
上

人
の

研

究
』

大
念
仏

寺、

一

九
八
一

年）
。

5
　
西
口

順
子
「

院
政

期
の

大

原
別
所
　
　
良
忍

伝
を
め

ぐ
っ

て

　
　
」

（
初

　

出

「

院
政

期
に

於
け
る

別
所
浄

土
教
の

考
察

　
　
良
忍
上

人

伝
を
め

ぐ
っ

　

て

　
　
」

〈

『

史
窓
』

一

五
、

一

九
五

九

年
〉

、

後

同

平
安
時

代
の

寺
院
と

　

民
衆
』

〈

法
蔵
館

、

二

〇

〇

四

年
〉

に

収
録）

。

6
　
『

後

拾
遺

伝
』

中
巻
の

良
忍

伝
は

後

世
の

加

筆
と

考
え

ら
れ

て

い

る

が
、

　

加
筆
年
代
に

つ

い

て

は
、

承
久
二

年
（
一

二

二

〇
）

以

前
と

考
え

ら

れ
て

　
い

る

（
前
掲
註
5
西
口

論
文
参
照
）

。

7
　
『

古
事
談

続
古
事
談
』

（
新
凵

本
古
典
文

学
大
系

、

岩
波
書
店

、

二

〇
〇
五

　

年
）

。

8
　
中
井
真
孝
編

『

善
導
寺
蔵
『

本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』

本
文
と

研

究
』

（
佛

　

教
大
学
ア

ジ

ア

宗
教
文
化
情
報
研
究
所

、

二

〇

〇
七

年
）

。

9
　
『

大
日

本
仏
教
全
書
』

。

10
　
右
近

純
教

「

教

信

沙
弥
の

研
究
」

（

『

無
尽

灯
』

二

ニ

ー
九
・
一

〇
、

　
一

九
一

七

年
）

。

11
　
『

浄
圭

宗
全
書
』

第
一

五

巻
。

明

暦
元

年
（
一

六
五

五
）

に

刊
行
さ

れ

　
た

『

往
生

拾
因

糅
要
集
』

引
用
の

『

進
行
集
』

（
散
逸
）

で

は
、

教
信
の

　

詳
し
い

伝
記
が

説
か

れ

て

い

る

（

佐
々

木
令
信
「

沙
弥

教
信
説
話
に
つ

い

　
て
」

〈
『

真
宗
研
究
』

二

五
、

一

九
八
一

年
〉

）
。

五

二

毘

　
拙
稿
「

説
話
に
お

け
る

空
也
の

研
究
　
　
『

空
也

誄
』

と
の

比

較
を
と

　

お

し
て

　
　
」

（

『

印
度
学
仏

教
学
研
究
』

五
〇

　
二
、

二

〇

〇
二

年
）

。

13
　
『

宝
物
集

閑
居
友

比

良
山
古
人
霊

託
』

（
新
日
本

占
典
文
学
大

系
、

岩

　

波
書
店

、

一

九
九

三

年
）

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
良
忍

、

教
信

、

空
也

、

『

一

遍
聖
絵
』

〔
佛

教
大

学
総

合
研

究
所
特
別
研

究
員
）
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